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会言義

告報

　
九
月
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
会
期
で
、

第
五
回
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

初
日
の
一
日
は
、
議
会
人
事
、
専
決
処
分
二

件
、
条
例
の
廃
止
一
件
、
建
設
工
事
請
負
契
約

一
件
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
人
事
決
ま
る

　
こ
の
議
会
人
事
は
、
以
前
か
ら
慣

例
と
し
て
、
任
期
を
二
年
と
し
て
お

り
、
い
っ
た
ん
辞
職
し
、
改
め
て
選

挙
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
長
に
は
、
押
木
元
男
さ
ん
（
五

議
長
　
押
　
木
　
元
　
男

○
）
が
、
副
議
長
に
は
、
滋
野
一
郎

さ
ん
（
六
〇
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
決
ま
り
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
・
順

不
同
）副

議
長
滋
　
野

郎

常
任
委
員
会
（
◎
奮
長
・
副
委
員
長
）

★
総
務
文
教
委
員
会

◎
小
林
寅
雄

上
村
広
治

平
野
圭
二

○
柳
　
藤
作

高
橋
弥
太
郎

滋
野
一
郎

小林寅雄

★
産
業
厚
生
委
員
会

◎
登
坂
　
茂

田
口
直
人

小
川
清
次

平
野
正
義

○
柄
沢
悌
二

根
津
健
治
郎

高
橋
長
夫

特
別
委
員
会
（
◎
奮
長
。
副
委
員
長
）

★
信
濃
川
発
電
所
対
策
委
員
会

◎
平
野
圭
二

上
村
広
治

清
水
　
進

小
川
清
次

平
野
正
義

○
小
林
寅
雄

小
林
正
人

登
坂
　
茂

戸
田
哲
次

滋
野
一
郎

平野圭二

★
克
雪
対
策
委
員
会

◎
高
橋
弥
太
郎

田
口
直
人

柳
　
藤
作

村
山
勇
太
郎

柄
沢
悌
二

○
根
津
健
治
郎

小
海
貞
二

高
橋
長
夫

桑
原
要
雄

茂登坂高橋弥太郎

★
建
設
住
民
委
員
会

辮

嚢
鞍

垂
塁
．

小海貞一

◎
小
海
貞
二
　
〇
村
山
勇
太
郎

　
小
林
正
人
　
清
水
　
進

　
戸
田
哲
次
　
　
桑
原
要
雄

□
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
員

　
　
高
橋
弥
太
郎
　
　
平
野
正
義

　
　
滋
野
一
郎
　

押
木
元
男

■
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
議
員

　
　
登
坂
茂
柄
沢
悌
二

　
　
押
木
元
男

監
査
委
員
は
小
林
正
人
さ
ん

　
川
西
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会

議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
人
は
、

小
林
正
人
さ
ん
。

条
例
の
廃
止

○
老
人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例

　
昭
和
四
十
五
年
建
設
し
た
、
月
見

荘
を
九
月
一
日
か
ら
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

建
設
工
事
請
負
契
約
の
承
認

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
整
備
電
気
工
事

三
千
六
百
五
十
万
円
日
立
工
業
（
株
）
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シ
タ“

に

八
月
二
十
八
日
J
R
第
五
期
工
事

の
起
工
式
が
、
千
手
横
坑
口
（
坪
山
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
要
工
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、

…………一（3）

　　　　　　　　　　　　　　　鯖　　　　　　　　　　　事　　　　　　　通　　　菱蠣腫厳
予定される千手土捨場（千手保育園裏）
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　　　　　　　　　　ii　／／　　　　禾

　　　　　＿羅羅驚

町新田線　製　 ＋日臨・津南線

至小千谷→

町道仁田・野口線

町道仁田・大原2号線
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L・・
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崎
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I　l
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o巳

O　o
国
道

穰藥
横蟻

麟
　
　
1 2

5町道木島
2
号

　　：

一
3 ・坪山線

町道東山・菊

市 町
道 道
稲 ．東
葉 籠善
線 堤寺

線 主要地方道小・十・津線

←

至十日町 町
道

下野
平田
線・

山 雛
縫
捨
賜

馨

　
　
　
　
地
下

で
行
わ
れ
ま
す

が
、
お
よ
そ
五

〇
〇
万
立
方
メ

ー
ト
ル
の
土
砂

を
地
上
に
運
び

出
し
、
千
手
と

橘
の
ニ
カ
所
に

そ
れ
ぞ
れ
捨
て

ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
一
日
最
大
一

八
○
台
の
ダ
ン

プ
が
、
さ
ら
に

資
材
搬
入
に
は
、

一
日
四
五
台
が

往
復
す
る
計
画

で
す
。

　
工
事
完
了
予

定
の
六
十
四
年

度
後
期
ま
で
は
、

関
係
路
線
の
交

通
は
、
大
変
な

影
響
を
受
け
る

こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

沿
道
の
人
た

ち
は
、
よ
ほ
ど

通
行
に
注
意
し

て
か
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
で
す
。
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纒
簾
醗
縦
盤
発
掘

　
　
　
長
者
が

　
J
R
の
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発

計
画
と
河
川
改
修
に
伴
う
、
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
が
、
上
新
井
地
内

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
千
二
百
万
円
の
予
算
（
全

額
J
R
の
負
担
）
で
、
延
べ
九
百
人
ほ

ど
の
作
業
員
が
、
六
百
五
十
平
方
メ

ー
ト
ル
を
七
月
下
旬
か
ら
一
カ
月
間

の
予
定
で
発
掘
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
当
っ
て
い
る
、
県
文
化
財

保
護
指
導
委
員
の
島
田
靖
久
（
十
日

町
市
）
先
生
の
お
話
で
は
、

「

縄
文
時
代
後
期
後
半
（
お
よ
そ
三

千
年
前
）
を
主
と
し
た
遺
跡
で
、
川

が
（
千
手
川
・
山
野
田
川
）
合
流
し

一区画2×2mを、すべて人力で掘ります。

原
遣
跡

て
い
る
地
点
に
あ
た
り
、
生
活
に
必

要
な
水
が
あ
っ
た
か
ら
、
人
間
が
こ

こ
に
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
」

　
い
ま
ま
で
に
出
土
し
た
も
の
と
し

て
は
、

「
土
製
の
耳
飾
り
、
深
鉢
（
深
さ
三

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
思
わ
れ

る
）
の
破
片
、
台
つ
き
の
浅
鉢
の
破

片
、
石
器
の
矢
じ
り
、
磨
製
の
石
お

の
、
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
」

　
こ
の
遺
跡
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、

「
郡
市
で
は
数
少
な
い
、
縄
文
後
期

の
遺
跡
で
あ
る
。
」

　
今
回
の
よ
う
な
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
は
、
町
内
で
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
調
査
結
果
は
報
告

書
と
し
て
、
本
年
度
末
ま
で
に
ま
と

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
纏
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
鍵

出
土
品
は
一
点
ず
つ
計
測
し
ま
す
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町
で
は
、
名
刺
と
し
て
使
う
、
町
の
観
光
写
真
を
印
刷
し
た
五

種
類
の
カ
ラ
ー
台
紙
を
作
り
ま
し
た
。

　
百
枚
単
位
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
町
産
業
課
か
、

町
商
工
会
に
ど
う
ぞ
。
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▲8／16モトクロス
　　　　　カラフルなマシン＆ライダー

▼8／16 トライアル
まさにミウデミが勝負

〉
8
／
1
5
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
サ
ウ
ン
ド

★第1回モータースポーツ大会★

会場一モトクロス場
　　8月15日～16日

　　　　　　　　　　　　　　　　懸
　　　　　　　　　　　　　　　騨

▲8／15ラジコンオフロード
　　　　白熱のレース・スピードは最高
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町内事業所の絶滅宣言集会（8・10商工会館）

　　　　飲酒運転

　
町
民
の
飲
酒
運
転
検
挙
者
は
今

年
に
入
っ
て
十
二
人
。
f

　
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
を
飲
ん
だ
ら
、

車
を
運
転
し
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　
検
挙
さ
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、

「
車
を
置
い
て
来
る
と
翌
朝
、
出
勤

に
不
便
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
こ
と
で

飲
酒
運
転
を
や
っ
た
そ
う
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
本
人
の
自
覚
で

す
。
家
庭
で
、
職
場
で
、
ま
た
い
ろ

い
ろ
の
機
会
に
酒
を
飲
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
み
ん
な
で
監
視
し
て
、
町

か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
免
許
の
取

消
し
ー
裁
判
－
刑
務
所
－
家
庭
の
崩

壊
、
お
ま
け
に
保
険
は
一
切
な
し
。

　
そ
れ
で
も
ま
だ
飲
酒
運
転
を
や
る

つ
も
り
で
す
か
。
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観
轡
賠
惣
獣
饗
騨

　
　
　
　
り
　

　
　
　
　
　
若
と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
こ
の
募
集
に
は

懸
雛
講
艇
駅
．
胴
鶏

　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

君
　
建
設
省
で
は
毎
年
、
国
土
建
設
週

か
間
（
7
．
1
0
～
1
6
）
の
行
事
と
し
て
、

詠
小
中
学
校
を
対
象
に
図
画
と
作
文
を

ヤ
も
ノ

、
募
集
し
て
い
ま
す
。

眉
　
　
こ
の
た
び
上
野
小
学
校
の
児
童
三

一国土建講週間行事＝＝
全運動
日）

秋の全
　　（9

図瞬麟麹選

蛋野墾

優
秀
賞

★
工
事
現
場
で
働
く
人
た
ち

　
　
六
年
若
山
智
恵
子
さ
ん

★
工
事
現
場
で
働
く
人
た
ち

　
　
五
年
清
水
力
也
君

佳
作

★
道
路
工
事

　
　
二
年
清
水
利
光
君

　　　！㍉
　蝿・8

／圏
識．説
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嚇獄　　椰

灘

吹
奏
楽
部

ン
ク
ー
ル
に
出
場

銀

賞
に
輝
く夏休み中も猛練習の部員

八
月
二
十
四
日
、
県
民
会
館
（
新

潟
市
）
で
第
四
十
三
回
関
東
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
、
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

中
学
校
B
の
部
（
三
十
五
人
以
内
）

に
出
場
し
た
川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

は
、
テ
ー
マ
曲
「
マ
ー
ク
・
オ
ブ
・

ト
ラ
イ
ア
ン
フ
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

夏
休
み
も
返
上
の
、
練
習
成
果
を

発
揮
し
立
派
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
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ム
　
　
　
　
で
　
　
ム
　
　
ク
　
モ

P
C
”
A
T
E
T
、
琳
A
T
B
T
H
T
P
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子
子
和
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和
也
子
美
子
る
史
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子
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美

理
直
美
光
徳
義
直
正
由
町
吻
敦
恵
由
幸
噛
朋

真
　
　
　
　
　
　
真
　
力
　
千
真
　
力

多
山
橋
藤
鳥
崎
野
崎
野
橋
田
村
崎
坂
名
楽
坂

喜
丸
高
数
羽
川
茂
川
滋
高
戸
田
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登
星
吉
登
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議
山
品
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藤
村
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鞭
山
林
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戸
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酒
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金
春
高
仲
和
清
太
関
丸
村
野
上
斉
沢
関

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ
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■

8月2日庚塚野球場
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　：高津A5－0川西A　：
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　1高津B6－7川西B　：
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スポーツ交流

弱

露

騨　贈

罐
　
、
罵
篭
塁
驚
　
皿
醐
翻
門
・
　
．
議
閥

　
　
　
　
　
鞘

羅

購
瀞

瞭
幽
・

葉難醐雛
蜘

鐸鐸

懇
　
伐

　
灘

鰐

鐵
職

竃

　　撚

詞箇

姦嚇
．
．
導逐

』
瀟

触郷醜

灘
萎羅

醐

　
澱
　
　
　
　
　
■
．
心
ヌ
繍

　
　
　
　
，
警
醐
瀟

曙
．
輔
駕
罐

　
　
　
　
　
蓑

，
難
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　　　　　　　　　第17回

　　　　　町内小学校親善水泳大会

橘勢が3種目に大会新
　8月7日上野小学校プールで第17回町内小学校親善水泳大会

が開かれました。5・6年男女合わせて40種目中、3種目に大

会新記録が生まれました。5年女子100㍍自由型と、同平泳ぎ

に田口優子さん（橘小）が、6年男子50㍍バタフライに丸山英

紀君（同）が、それぞれ5～8年ぶりに記録を更新しました。

【男子】

　■5年200㍍メドレーR　①千
手A（中村、星名、清水孝、清水晃）

②上野（高橋、丸山、角谷、小嶋）

③橘（根津、丸山、五十嵐、星野）

　■6年同　①橘A（春日、滝井、

丸山、田中）②千手A（関口、南
雲、斉木、岡崎）③千手B（黒崎、

中村、星野、佐久間）

　■5年100㍍自由型　①高橋覚
（仙田）②小林義和（同）③相崎

薫（千手）

　■6年同　①岡崎貴史（千手）

②佐久間貴之（同）③江口茂義
（白倉）

　■5年100㍍平泳ぎ　①長谷川
由和（白倉）②星名豪紀（千手）

③丸山崇（橘）

　■6年同　①滝井久（橘）②村
越俊幸（同）③南雲武幸（千手）

　■5年100㍍個人メドレー①
山家拓朗（橘）②角谷真（上野）

③村山大倫（千手）

　■6年同　①丸山英紀（橘）②
清水力也（上野）③黒嶋裕（千手）

　■5年25㍍バタフライ　①春日
敏明（千手）②村山大倫（千手）

③清水孝（千手）

　■6年同　①土田修二（上野）

②斉木肇（千手）③若山敬祐（上
野）

　■5年50㍍背泳ぎ　①中村将和
　（千手）②大久保博基（橘）③高

橋芳文（千手）

　■6年同　①関口尚生（干手）
②春日正史（橘）③小林憲一（千
手）

　■5年50㍍バタフライ　①春日
敏明（千手）②星野勝美（橘）③

清水孝（千手）

　■6年同　①丸山英紀（橘）②

茂野淳一（仙田）③関口尚生（千
手）

■■o●■o●9■09●9●■o■500●ooo

女子メドレーリレー（山野田高橋勝さん撮影）

　■5年50㍍自由型　①高橋覚
（仙田）②高橋完享（仙田）③小

林義和（仙田）

　■6年同　①岡崎貴史（千手）
②保坂健（同）③春日正史（橘）

　■5年50㍍平泳ぎ　①長谷川由
和（白倉）②星名豪紀（千手）③

丸山崇（橘）

　■6年同　①滝井久（橘）②村
越俊幸（同）③中村賢司（千手）

小林貴宏（同）

　■5年200㍍リレー　　①仙田

（小林、小川、高橋寛、高橋覚）②

千手A（相崎、蔵品、春日、清水）

③上野（高橋、小嶋、角谷、丸山）

　■6年同　①千手A（黒嶋、保
坂、佐久間、岡崎）②橘A（滝井、

春日、田中、丸山）③干手B（関
口、星名、小林、南雲）

【女子】

　■5年200㍍メドレーR　①橘
A（滋野、高津、田口雅、田口優）

②上野（渡辺、水品、茂野、小海）

③千手A（高橋、田辺、田中、南
雲）

　■6年同　①橘A（野沢、滋野、

水落、丸山）（2橘B（五十嵐、羽

鳥、戸田、木村）③上野（若山、

田畑、高沢、上村）

　■5年100㍍自由型　①田口優
子（橘）②茂野八重子（上野）③

南雲和美（千手）

　■6年同　①水落江利子（橘）
②田村多希子（千手）③水落幸恵
（橘）

　■5年100㍍平泳ぎ①田口優
子（橘）②小海春美（上野）③高

津まなみ（橘）

　■6年同　①山口いずみ（橘）

②羽鳥こず恵（同）③佐藤裕紀子
（千手）

　■5年100㍍個人メドレー①

茂野八重子（上野）②滋野直子
（橘）③関口文恵（千手）

　■6年同　①丸山安紀子（橘）

②木村まこと（同）③若山智恵子
（上野）

　■5年25㍍バタフライ　①高橋
和美（千手）②渡辺春美（上野）

③田中亜希子（千手）

　■6年同　①高沢広美（上野）
②滋野文子（橘）③戸田奏子（同）

　■5年50㍍背泳ぎ　①南雲美香
（仙田）②田口雅子（橘）③高橋

和美（千手）

　■6年同①五十嵐美智子（橘）

②野沢淳子（同）③佐藤けい子
（千手）

　■5年50㍍バタフライ　①田口
雅子（橘）②田中亜希子（橘）

③野沢三枝（橘）

　■6年同　①水落江利子（橘）
②若山智恵子（上野）③高沢広美
（同）

　■5年50㍍自由型　①小川久美

子（仙田）②南雲和美（千手）③

渡辺春美（上野）

　■6年同　①丸山安紀子（橘）

②田村多希子（千手）③木村まこ

と（橘）

　■5年50㍍平泳ぎ　①高津まな
み（橘）②田口千由紀（同）③平

野綾子（千手）

　■6年同　①滋野文子（橘）②

山口いずみ（同）③羽鳥こず恵
（剛

　■5年200㍍リレー　　①1山田

（南雲、小川ゆ、高橋、小川久）②

橘A（滋野、関口、田口雅、田口優）

③千手A（金子、丸山、関、南雲）

　■6年同　①橘A（水落、木村、

山口、丸山）②千手A（関口、佐
藤、田村、沢潟）③仙田（南雲、

押木、金子、登坂）
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千
手

　町
岩へ
瀬来
金

　た
子進
幸駐
作軍

　
カ
ー
ビ
ン
銃
を
肩
に

　
日
本
が
連
合
軍
に
占
領
さ
れ
、
グ

ラ
イ
ナ
ー
少
将
の
率
い
る
ア
メ
リ
カ

陸
軍
第
二
七
師
団
が
、
新
潟
県
へ
進

駐
を
開
始
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
年

九
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
月
一
日
現
在
の
駐
屯
数
は
六
五
七

二
名
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
柏
崎
に
七

〇
一
名
、
高
田
に
一
七
七
三
名
が
駐

屯
し
て
、
県
民
の
動
向
に
目
を
光
ら

せ
て
い
た
。

　
千
手
町
に
は
、
国
有
鉄
道
の
発
電

施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
指
導

や
民
主
選
挙
の
監
視
な
ど
を
名
目
に

た
び
た
び
来
町
し
た
。
そ
の
つ
ど
町

当
局
を
あ
わ
て
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
ぼ
れ
話
が
残
っ
て
い
る
。

　
進
駐
後
ま
も
な
く
、
陸
軍
中
尉
の

隊
長
以
下
一
一
名
の
ア
メ
リ
カ
兵
が
、

町
民
の
は
じ
め
て
見
る
ジ
ー
プ
四
台

に
分
乗
し
て
高
田
か
ら
来
町
し
た
。

十
日
町
警
察
署
か
ら
事
前
に
連
絡
を

時の進駐軍

受
け
て
い
た
役
場
で
は
、
二
階
畳
敷

き
の
議
場
に
机
を
並
べ
白
布
を
掛
け

た
。
そ
の
上
に
ゆ
で
卵
五
〇
個
、
ア

ッ
プ
ル
五
個
、
日
本
酒
七
升
（
一
二

・
六
リ
ッ
ト
ル
）
を
用
意
し
、
花
瓶

に
花
一
輪
を
生
け
て
一
行
を
待
ち
う

け
た
。

　
ピ
ス
ト
ル
を
右
手
に
持
っ
た
隊
長

が
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
ジ
ー
プ
を

降
り
、
カ
ー
ビ
ン
銃
を
肩
に
し
た
兵

士
が
、
周
囲
に
目
を
く
ば
り
な
が
ら

あ
と
に
続
い
た
。
靴
の
ま
ま
二
階
に

上
が
る
と
、
若
い
隊
長
は
、
安
全
装

置
を
外
し
た
ま
ま
の
ピ
ス
ト
ル
を
机

上
に
置
い
た
。
そ
の
手
の
甲
に
、
毛

ガ
ニ
の
よ
う
な
赤
い
毛
が
モ
ジ
ャ
モ

ジ
ャ
生
え
て
い
て
気
味
悪
か
っ
た
。

　
行
政
調
査
と
発
電
所
の
検
分
が
主

目
的
だ
っ
た
が
、
日
本
政
府
の
受
諾

し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
各
条
項
が
、

首
都
圏
の
動
脈
を
さ
さ
え
る
こ
の
町

に
お
い
て
、
一
日
も
早
く
忠
実
に
履

行
さ
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
自
治
警
察
の
設
置
を
指
示

　
日
系
二
世
の
通
訳
で
、
開
口
一
番

「
タ
ウ
ン
マ
ス
タ
ー
は
だ
れ
か
」
と

当
聞
か
れ
た
。
英
語
の
で
き
る
助
役
（
酒

戦
井
軍
平
）
が
町
長
（
南
雲
政
二
）
を

終
紹
介
し
・
会
談
に
移
っ
た
・

　
隊
長
が
、
　
「
こ
れ
ま
で
、
日
本
の

特
高
や
思
想
警
察
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
形
成
に
寄
与
し
た
の
は
ま
ち
が
っ

て
い
た
。
こ
の
町
に
お
い
て
も
自
治

体
警
察
が
組
織
さ
れ
、
地
方
自
治
に

則
っ
て
民
主
的
な
運
営
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
言
っ
た
。
町

長
が
、
　
「
と
て
も
、
警
察
を
置
く
よ

う
な
力
を
持
っ
て
い
る
町
で
は
な
い
」

と
、
恐
る
恐
る
弁
明
し
た
。
す
る
と

い
つ
、
だ
れ
が
撮
っ
た
も
の
か
、
千

手
の
中
央
通
り
を
一
六
ミ
リ
映
画
で

写
し
て
見
せ
、
　
「
こ
の
と
お
り
だ
か

ら
町
で
あ
る
。
す
み
や
か
に
警
察
を

置
き
、
み
な
さ
ん
の
手
で
町
を
守
り

な
さ
い
」
と
命
令
さ
れ
た
。

　
隊
長
の
こ
と
ば
は
続
い
た
。
　
「
わ

れ
わ
れ
進
駐
軍
は
、
決
し
て
無
理
な

要
求
は
し
な
い
。
町
民
の
生
活
や
権

利
も
浸
害
し
な
い
。
一
般
民
家
に
は

立
ち
入
ら
な
い
。
や
む
を
得
な
い
と

き
は
、
日
本
の
警
察
官
と
一
緒
に
行

動
す
る
。
す
べ
て
の
物
資
、
食
糧
を

公
定
価
格
で
販
売
さ
せ
、
や
み
取
引

は
徹
底
的
に
取
り
締
ま
る
よ
う
に
」

と
の
指
示
が
あ
っ
た
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
た
の
か
、
最
後

に
「
タ
ウ
ン
マ
ス
タ
ー
の
体
重
は
何

ポ
ン
ド
か
」
と
聞
か
れ
て
苦
笑
し
た
。

　
陽
気
な
米
兵
た
ち

　
接
待
の
女
子
職
員
が
、
ア
ッ
プ
ル

の
皮
を
む
い
て
差
し
出
す
と
、
ゆ
で

卵
と
交
互
に
フ
ォ
ー
ク
で
突
い
て
食

べ
た
。
ジ
ャ
パ
ン
ワ
イ
ン
は
冷
た
い

ま
ま
で
コ
ッ
プ
に
注
ぎ
、
の
ど
が
乾

い
て
い
た
の
か
グ
イ
グ
イ
と
飲
ん
だ
。

　
食
事
の
間
に
、
何
人
か
の
兵
隊
が

銃
を
持
っ
て
表
へ
出
た
。
そ
の
中
の

一
人
が
、
人
力
車
を
修
理
中
の
金
盛

鉄
工
所
へ
立
ち
寄
り
、
　
「
乗
せ
て
く

れ
」
と
せ
が
ん
だ
。
主
人
が
そ
の
兵

隊
を
乗
せ
て
走
っ
た
ら
、
満
足
し
て

千
円
の
チ
ッ
プ
を
く
れ
た
と
い
う
。

　
ほ
か
の
数
人
は
、
集
ま
っ
て
来
る

子
ど
も
た
ち
に
キ
ャ
ン
デ
ー
や
ガ
ム

を
三
個
ず
つ
分
け
あ
た
え
て
い
た
。

食
事
を
終
え
て
出
て
来
た
隊
長
は
、

こ
の
有
様
を
終
始
ニ
コ
ニ
コ
し
て
見

て
い
た
。
か
つ
て
の
、
日
本
の
軍
隊

と
は
違
っ
た
陽
気
な
兵
士
た
ち
に
驚

く
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

　
何
人
か
の
兵
士
が
、
　
「
プ
ッ
シ
ュ

は
ど
こ
に
あ
る
か
」
と
聞
い
た
。
警

察
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
、

孫
六
商
店
裏
の
駐
在
所
へ
案
内
し
た

当
時
の
千
手
町
役
場
職
員

　
（
中
央
町
北
村
カ
ト
さ
ん
所
蔵
）

ら
、
　
「
こ
こ
は
違
う
」
と
不
満
顔
で

言
う
。
押
し
問
答
の
末
、
こ
の
兵
士

た
ち
が
歓
楽
街
を
探
し
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
、
　
「
わ
が
町
に
は
ノ
ー
」

を
く
り
か
え
し
、
小
千
谷
の
キ
リ
バ

タ
ケ
を
．
教
え
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　
女
子
職
員
の
回
想
か
ら

　
千
手
町
役
場
の
戸
籍
係
だ
っ
た
平

野
カ
ト
さ
ん
（
現
北
村
姓
・
中
央
町
）

は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
　
「
ア
メ
リ
カ
兵
は
恐
ろ
し
い
と
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ど
の

人
も
お
と
な
し
く
て
こ
わ
い
と
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
事
務
室
へ
入
る
と

あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
書
類
を
広
げ
て
見

た
り
し
ま
し
た
。
話
し
か
け
ら
れ
た

と
き
は
、
酒
井
助
役
さ
ん
が
通
訳
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
星
名
マ
サ
さ

ん
（
現
小
林
姓
・
木
島
町
）
、
北
村

千
保
さ
ん
（
現
東
京
在
住
）
と
三
人

で
、
つ
と
め
て
冷
静
に
接
待
し
ま
し

た
。
発
電
所
を
見
て
の
帰
り
に
、
そ

の
当
時
と
し
て
は
ぜ
い
た
く
な
、
お

い
し
い
だ
ん
ご
を
作
っ
で
差
し
上
げ

ま
し
た
ら
、
ま
ず
そ
う
な
顔
し
て
食

べ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
」

　
　
筆
者
か
ら

　
取
材
に
あ
た
り
、
四
十
年
の
歳
月

で
真
実
が
風
化
し
た
現
状
を
痛
感
し

ま
し
た
。
終
戦
時
か
ら
二
十
一
年
八

月
ま
で
の
進
駐
軍
来
町
と
、
そ
れ
以

後
の
、
高
橋
友
義
助
役
時
代
の
来
町

時
の
記
憶
と
混
同
し
た
部
分
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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　　　Uターン技術者

登録制度スタート
　新潟人材銀行では、現在、県外で就職
している技術者で、県内へUターン就職
を希望している方の登録制度を始めまし
た。

1　対象技術者
　機械、電気、化学、農林水産、食品、情

報処理、建築、測量、土木（このほかの
技術者も、ご相談ください）

2　県内へUターン就職を希望している
技術者は、新潟人材銀行に求職登録して
ください。　（登録用紙は、人材銀行か各

安定所に備えてあります。）

3　登録した方には、県内の技術者雇用
見込企業情報を提供します。

き
疹
ザ

㌧、

　つ

の〉

る

書
4　登録した方の求職情報を作成、県内

企業へ提出し、企業からリクエストを受

けることにしています。リクエストがあ
ったら、本人に連絡、紹介、あっ旋する
ことにし，ます。

き
ぞ

自
然
の
姿
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
尾
市

　
日
ご
ろ
、
　
「
広
報
か
わ
に
し
」
を

お
送
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
田
舎
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
懐
し
く
い
つ
も
楽
し
み

に
拝
見
し
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
五

日
み
ぞ
れ
降
る
熊
野
神
社
に
参
拝
。

下
条
の
渡
船
場
か
ら
越
後
川
口
を
経

て
、
約
十
時
間
か
か
っ
て
東
京
へ
着

羽つ
鳥ま

＿で
ノペ

＿も

経費は、一切無料5

さ
ノ
ん

〒950新潟市万代4－1－11
　　　太陽生命新潟ビル5F
　　新潟人材銀行

　　　a　o25－241－1355
又は、最寄りの公共職業安定所

　
　
　
　
　
　
　
　
三
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
仁
田
出
身
）

き
ま
し
た
。
私
の
脳
裏
か
ら
「
故
郷
」

の
二
文
字
は
、
常
に
消
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
五
年
ほ
ど
前
、
婚
礼
で
帰
郷
の
際
、

い
つ
も
頭
に
描
い
て
い
た
故
郷
の
山

歩
き
を
実
行
し
ま
し
た
。

　
錦
秋
の
峠
道
を
行
き
、
山
腹
に
出

た
と
き
、
赤
い
山
肌
に
杉
苗
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
目
に
し

た
と
き
ひ
ど
く
が
っ
か
り
し
た
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
発
電
用
水
路
も
、
今
よ
り

さ
ら
に
、
民
家
の
近
く
を
通
す
と
の

こ
と
で
す
が
、
ど
う
か
康
し
い
故
郷

の
自
然
が
、
少
し
で
も
多
く
残
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
今
年
四
月
に
は
、
植
物
愛
好
家
の

友
人
四
人
と
、
仁
田
、
野
口
、
白
倉

近
辺
の
峠
を
歩
き
ま
し
た
。
昼
食
は

米
山
や
八
海
山
を
望
み
な
が
ら
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
を
、
三
時
に
は

名
物
の
そ
ば
や
山
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

食
べ
、
大
満
足
の
一
日
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
都
会
で
は
昧
わ

え
な
い
田
舎
の
自
然
の
恵
み
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

　
観
光
も
大
事
、
開
発
も
必
要
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
田
舎
か

ら
の
出
身
者
は
、
壊
さ
れ
な
い
自
然

の
存
続
を
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
故
郷
が
、
今
の
ま
ま

の
姿
で
あ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

ゆ

　渡辺孝雄さん⑫8）

　
本
紙
五
十
七
年
十
月
号
で
紹
介
し

た
渡
辺
さ
ん
が
、
青
年
海
外
協
力
隊

の
仕
事
を
終
わ
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ァ
か

ら
五
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ァ
政
府

が
管
理
運
営
す
る
動
物
保
護
区
で
活

動
す
る
ジ
ー
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
、
道
路

や
飛
行
場
を
作
る
車
両
の
、
整
備
指

導
の
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
動
物
保
護
区
は
、
お
よ
そ
五

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
九

州
く
ら
い
）
の
広
さ
で
、
半
年
間
は

雨
期
、
あ
と
は
猛
暑
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
こ
は
、

ば
れ
、
海
外
か
ら
く
る
ハ
ン
タ
ー
が

猟
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
、
タ
ン
ザ
ニ

ァ
政
府
の
貴
重
な
外
貨
を
獲
得
す
る

保
護
区
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
職
員
四
百
人
、
自
動
車
七
台
、
セ

ス
ナ
一
台
で
管
理
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
密
猟
が
大
変
に
多
く
、
ゾ
ウ

や
サ
イ
な
ど
の
数
が
、
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
月
給
は

四
百
ド
ル
。
住
宅
は
提
供
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
食
事
は
自
炊
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
主
食
は
ト
ゥ
モ
ロ
コ

シ
の
粉
で
作
っ
た
団
子
の
よ
う
な
も

の
を
、
ス
ー
プ
を
つ
け
て
食
ぺ
て
い

ま
し
た
。
二
週
問
に
一
度
く
ら
い
は

二
百
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
町
に
買
い
出

し
に
行
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
不
便
は

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
マ
ラ
リ
ア
に
三
回
ほ
ど
か
か
っ
た

そ
う
で
す
。
ス
ワ
ヒ
リ
語
も
ぺ
ら
ぺ

ら
と
い
っ
た
、
日
本
で
は
体
験
で
き

な
い
貴
重
な
青
年
期
の
体
験
を
宝
と

し
て
、
今
度
は
親
元
で
が
ん
ば
る
そ

う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

ゲ
ー
ム
リ
ザ
ー
ブ
と
呼
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現



…一…一一・広報かわにし／昭和62年9月10日発行　一一・一一…一・一一一・…・一一一一…一・…・一…・…………一…一一…・……………一・……一…一…・……（10）…一…・一

⑳⑦㊦、

ノ序電の　、　繭
　　　あ咲0りせ
月25日（金）午前9時～正午

三領、小根岸、木落、寺ケ崎

の全部

月30日（水）午前9時～正午

新町新田の全部
＿繁繍拗継螂融職継拶

心配ごと相談

9月16日（水）……克雪センター

　　24日（水）……総合センター

　　30日（水）……　　　〃

10月7日（水）……上野コミセンター

　　14日（水）……仁田公民館

時間は、午後1時～3時です。

移動交通事故相談

10月5日（月）

十日町市役所

受付は、午前10時～2時です。

　N　H　K学園通信講座

　NHK学園では、生涯学習講
座秋の受講生を募集しています。

筆
画
絵
真
習
柳
典
倣
史
雇
記

　
墨
　
　
　
嫡
　
　
　
史
分
ン

　
　
　
　
　
　
ズ
　
　
　
　
　
論
　
　
　
一
フ

硬
水
草
写
リ
川
古
小
自
フ
簿

経
絵
芸
彫
訪
歌
典
語
章
語
ン

　
　
　
　
　
　
童
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
倉
の

　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

写
油
園
鎌
既
短
仏
国
文
英
パ

道
画
碁
噺
”
句
詩
桶
倣
史
学

　
　
　
　
折
肋
　
　
　
旧
岬
本

　
　
　
　
作
↓
ア
　
　
　
　
し
　
ユ

書
絵
囲
創
ビ
俳
漢
美
ジ
日
数

申込受付　10月15日まで

案内書請求先

〒186国立市富士見台2－36

　　　NHK学園8E61係
　　　智0425－72－3151

　ハガキに講座名、郵便番号、

住所、氏名、電話番号を書いて

ご請求ください。　（電話も可、

案内書無料）

10月1日
就業構造基本調査

　10月1日現在で、就業構造基本

調査が実施されます。

　この調査は、国や地方の雇用対

策などに関する行政の基礎資料を

作るためのものです。

調査の対象は、中屋敷、伊友

（一部）、岩瀬（一部）の世帯です。

　9月下旬に調査員がお伺いしま

す。ご協力をお願いします。

◎担当する調査員

・中屋敷一市川幸治さん（中島町）

・伊　友一星名洋子さん（伊友）

・岩　瀬一小林政夫さん（中仙田）

I
I
●

l

o

o
●

●

i診▽ッψ

命娠乙

田
中
町

り
若
月
　
　
徹
さ
ん

り
　
　
　
　
敦
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
か
ら
）

潮
さ
い
の
中
で

　
　
芽
生
え
た
恋

り
り
し
い
姿
に
ポ
ッ
！

ワ
　
き
っ
か
け
は
仲
間
の
数
グ
ル
ー

プ
と
海
に
行
き
、
偶
然
に
も
紹
介
さ

れ
た
の
が
彼
女
で
す
。

リ
　
ハ
ッ
と
す
る
よ
う
な
り
り
し
い

顔
立
ち
と
男
ら
し
さ
に
私
の
方
か
ら

熱
い
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
ま
し
た
。

結
婚
す
る
こ
と
を
最
優
先
に

ワ
　
十
八
歳
の
誕
生
日
を
待
っ
て
結

婚
し
、
同
年
の
彼
女
と
共
働
き
を
し

な
が
ら
、
ま
ま
ご
と
の
よ
う
な
生
活

を
始
め
て
も
う
一
年
に
な
り
ま
す
。

周
り
は
ま
だ
遊
び
盛
り
の
連
中
ば
か

り
で
す
が
、
ボ
ク
は
や
っ
ぱ
り
早
く

結
婚
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

り
　
こ
の
と
き
を
逃
し
た
ら
彼
と
は

一
生
一
緒
に
な
れ
な
い
ー
と
あ
ら
ゆ

る
生
活
の
中
に
結
婚
を
最
優
先
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
で
お
互
い
人
間
的

に
大
き
く
成
長
で
き
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。夢

は
子
連
れ
の
成
人
式

ワ
　
跡
取
り
娘
と
結
婚
し
ま
し
た
の

で
責
任
が
あ
り
ま
す
。
敦
子
は
若
い

け
ど
、
と
て
も
し
っ
か
り
も
の
で
す
。

り
　
所
帯
じ
み
な
い
で
、
友
人
が
気

楽
に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
そ
ん
な
楽

し
く
て
温
か
い
家
庭
を
つ
く
り
た
い

と
田
心
い
ま
す
。

　
夢
は
再
来
年
の
成
人
式
に
、
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
出
席
す
る
こ
と

で
す
。

磁

膿
雛
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出息
善広

報
発
行
に

水
落
清
治
（
新
座
市
）

斎
木
貞
子
（
江
戸
川
区
）

斎
喜
目
助
（
調
布
市
）

高
橋
正
吉
（
文
京
区
）

松
浦
サ
ク
（
八
王
子
市
）

へ
敬
称
略
）

一
万
円

一
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

青
鉗
幽
鷹
業
端

　
社
会
福
祉
協
議
会
に

青
木
洋
子
苗
戸
）

小
林
す
ぎ
（
木
島
町
）

　　　　　　　㌔《ノ㌔《ノ㌔へ1㌔《」【

用件は

正しくあわrビす羽⑨番

一
万
円

五
万
円

●救急車を呼ぶときの3つのボイント●

1．救急事故などの発生場所と近くの目標

2．どのようなケガか病気か

3．ケガ人や病人の現在の容態（簡単に）

わんきん

ふ
く

し

　
　
　
　
　
　
　
　
の
加
入
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
種
　
類

　
新
し
い
年
金
制
度
が
昨
年
の
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
も
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
年

金
は
、
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
な
り
、
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
は
、
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
加
入
す
る
年
金
制
度
に
よ
っ
て
◎
第
一
号
被
保
険
者

◎
第
二
号
被
保
険
者
、
◎
第
三
号
被
保
険
者
の
三
種
類
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
任
意
に
加
入
で
き
る
人
も
い
ま
す
。

噺”

柄
沢
さ
ん
欧
州
へ

　
沖
立
の
柄
沢
和
久
さ
ん
（
32
）
が
、

県
主
催
の
青
年
農
業
士
海
外
研
修
団

員
と
し
て
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
十

一
月
八
日
ま
で
、
西
ド
イ
ッ
や
イ
ギ

リ
ス
な
ど
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
海
外
研
修
で
は
、
欧
州
の
先

進
的
な
農
業
施
設
の
視
察
と
併
せ

て
、
現
地
の
農
家
に
滞
在
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
柄
沢
さ
ん
は
、
五
十
七
年
に
県
青

年
農
業
士
に
認
定
さ
れ
、
水
稲
と
シ

イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

い→いいえ
タ
萄

驚雛1

乙，’　　　　　　　瓢四

20歳以上60歳未満の自営業等

の人とその家族

　　必届　箸

眠額南
　　2
　　　ノし　じ
　　　こノ　　　＿

国民年金に
加入する人

’∂
ピ

）

、
　
ρ

籍醤歳）一一ゆ（鶏醤歳｝・鱒ゆ（加入できま勤

《
＾
7
〉

、

厚生年金・共済年金に加入して）サラリーマンに扶養されてい
いるサラllニマン、O　L　　　　る20歳以上60歳未満の配偶者ノ

　　　　　　　　　　　　　　老齢・退職年
　　o　　学生ですか　　』　　金を受縮して

　　　　　　　　　　　　　　いますか

　　　　　　　ロ
　　　r一一ロ嘲凸ロ鵬一一一一1

入稲　　書が厚生　　　　　　　配偶者に扶
金・共済年金に加　　　　　養されてい
』入しています　　　　　　ますか

配偶書が

いますか

厚生年金・共
済年金に加入
レていますか

◎
第
一
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
人
）

　
一
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
自

　
営
業
、
自
由
業
、
農
業
、
漁
業
な

　
ど
を
し
て
い
る
人
。

二
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
と
そ
の
配
偶
者
。

三
、
六
十
歳
未
満
で
老
齢
年
金
や
退

　
職
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
っ
て
、

　
年
金
の
支
給
年
齢
に
な
っ
て
い
な

　
い
人
と
そ
の
配
偶
者
。

◎
第
二
号
被
保
険
者
（
保
険
料
は
、

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
）

　
六
十
五
歳
未
満
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
）

◎
第
三
号
被
保
険
者
（
保
険
料
を
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
、
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
。
　
へ
年
収
が
百
万
円
以
上
の

場合は、

第
一
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
）

◎
任
意
加
入
被
保
険
者
（
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
人
）

一
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
、

　
学
生
、
老
齢
年
金
・
退
職
年
金
な

　
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
。

二
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
の
人

　
　
（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

　
を
し
た
人
を
除
く
）

三
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
外

　
国
に
住
む
日
本
人
。
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葛葛昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

小
林
雄
三
郎
7
0
（
秀

太
田
　
ケ
ン
7
3
（
長

小
林
克
治
7
8
（
本

田
村
勘
治
8
9
（
徳

ノ

治人栄治）　）　）　 ）

上膿木
野田町島

小
わ
琶

　
　
畔
塩

太
田
白
南
風
選

仁
田
　
小
幡
し
ん
女

果
し
な
き
水
平
線
や
夕
焼
す

万
緑
と
紺
青
の
海
能
登
路
ゆ
く

あ
す
な
ろ
の
夢
の
苗
木
を
買
う
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

御
神
輿
の
先
導
と
な
り
大
団
扇

夜
も
す
が
ら
裏
戸
を
叩
く
野
分
か
な

菜
を
間
引
く
人
に
声
掛
け
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
中
島
町
　
相
沢
鈴
江

人
の
世
の
歳
月
う
つ
り
盆
の
月

牛
小
屋
の
牛
の
し
づ
か
に
盆
の
月

水
引
の
花
の
茂
み
の
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
星
光

大
花
火
終
り
残
れ
る
八
日
月

大
花
火
揚
が
る
合
図
の
火
を
振
れ
る

大
い
な
る
茄
子
の
一
つ
も
ぎ
残
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

間
を
お
い
て
揚
が
る
花
火
や
村
祭

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ハ　　　　
霜小高丸
　野
鳥塚橋山

仁良栄英

美二子樹

燕田山根
　　形
市中県深
か　 か

り　　り

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
公
　
一

中
村
　
真
弓
　
　
　
　
長
女
坪
　
山

　
　
　
　
　
　
明
　
子

そ
れ
ぞ
れ
の
小
草
々
々
の
秋
の
花

村
中
の
空
家
と
な
り
て
花
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品

手
花
火
や
北
斗
七
星
ま
た
た
き
て

黙
祷
へ
照
り
つ
く
日
射
し
終
戦
忌

嫁
ぎ
た
る
娘
の
町
彼
方
星
流
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
平

萩
す
す
き
な
だ
れ
咲
き
た
る
山
の
道

虫
の
音
を
ひ
と
り
静
か
に
聞
く
夜
な
べ

蝉
の
殻
つ
け
て
落
ち
た
る
桐
一
葉

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

桔
梗
咲
く
墓
石
の
や
・
傾
き
て

匙
の
柄
に
う
つ
れ
る
紅
や
氷
水

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

長
月
や
旅
路
の
便
り
嵯
峨
野
よ
り

水
引
と
心
に
と
め
て
道
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦
　
サ
ク

ひ
ま
わ
り
の
大
輪
暑
く
今
日
も
暮
れ

夕
立
の
つ
ば
き
に
雀
た
ち
騒
ぐ

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
壮
一

爆
音
を
あ
げ
る
仕
掛
け
の
鳥
威
し

若
死
の
友
眠
る
寺
蝉
し
ぐ
れ

、

南　高　山　星　中
雲　橋　家　名　村
　　な　紗さ
啓9　つ　　恵え　美み　　あ

太た紀き子こ穂ほ旭言
悦守文俊ム利信藤セ卯
　　　　ツ
子啓代一子光子一ツー

長
男
坪
山

長
女
伊
友

長
女
木
落

長
女
上
町

長
男
中
屋
敷

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

亡
き
夫
の
魂
あ
る
寺
や
大
旋
餓
鬼

新
盆
の
亡
夫
に
酒
上
げ
わ
れ
も
酔
う

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

小
春
日
や
腕
に
ず
っ
し
り
子
の
重
み

　
初
心
者
講
座
⑦

　
ー
写
生
と
季
題

　
俳
旬
の
写
生
と
い
う
の
は
単
に
物
を
写
す

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
事
象
に

対
し
て
作
者
の
感
動
が
あ
っ
て
詩
が
生
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
季
節
の
美
が
あ
り
情
趣

が
生
ず
る
。
従
っ
て
ど
う
い
う
季
語
に
連
が

る
か
が
重
要
と
な
る
。
厳
密
な
る
写
生
と
い

う
言
葉
は
心
を
空
し
く
し
て
自
然
に
対
す
る
。

自
然
は
雑
ぱ
く
で
あ
る
が
作
者
は
そ
の
中
か

ら
或
る
感
動
を
受
取
っ
て
詩
の
天
地
を
構
成

す
る
。
そ
れ
に
は
空
想
や
虚
構
は
な
い
現
実

で
あ
り
、
作
者
の
真
の
心
情
の
表
わ
れ
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
句
の
力
が
生
ず
る

の
で
あ
る
。

　
今
回
は
句
意
が
伝
わ
ら
ず
可
成
添
削
し
た

も
の
が
多
い
。
作
者
は
原
句
と
比
較
し
て
再

度
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

キ
ノ
コ
中
毒

気
を
つ

　
キ
ノ
コ
狩
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
青
空
の
下
で
の
山
歩
き
は
、
健

康
的
で
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
キ
ノ
コ
に
は
、
う
ま
み
成
分
、
抗

が
ん
物
質
、
動
脈
硬
化
抑
制
物
質
、

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
が
、
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
食
べ
て
お
い
し
く
健
康
増
進
に

も
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で

は
毒
キ
ノ
コ
を
見
分
け
る
簡
単
な
方

法
は
な
く
、
非
科
学
的
な
俗
説
や
、

迷
信
を
信
じ
て
の
中
毒
が
絶
え
ま
せ

ん
。●

茎
が
た
て
に
よ
く
裂
け
る
も
の
は

　
良

●
色
の
美
し
い
も
の
は
毒

●
悪
臭
を
放
つ
も
の
は
毒

●
虫
に
食
わ
れ
て
い
る
も
の
は
良

●
油
で
い
た
め
れ
ば
毒
キ
ノ
コ
も
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
　
，

　
　
ゑ
　
り

　
　
磯

徽藁
’一・9㌔

係繊ヂ
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♂
一

書
け
よ
う

●
ナ
ス
と
一
緒
に
煮
れ
ば
無
毒
化
す

　
る
。

●
煮
汁
の
中
に
銀
の
ス
プ
ー
ン
を
入

　
れ
て
変
色
し
な
け
れ
ば
良

●
塩
づ
け
に
す
れ
ば
毒
キ
ノ
コ
も
良

　
な
ど
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
迷
信
で

す
。

　
キ
ノ
コ
中
毒
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
猛
毒
で
生
命
に
か
か
わ
る
も

の
か
ら
、
ち
ょ
つ
と
し
た
腹
痛
程
度

の
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
大

別
す
る
と
、
胃
腸
症
状
の
強
い
も
の

（
下
痢
、
お
う
と
、
血
便
、
腹
痛
な

ど
）
と
神
経
症
状
の
強
い
も
の
（
発

汗
、
け
い
れ
ん
、
シ
ョ
ッ
ク
、
め
い

て
い
状
態
、
こ
ん
す
い
な
ど
）
の
二

つ
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
置
睾
に
尋
翻

難
跨
錆
曇
簸
な
溜

い
こ
と
が
賢
明
で
す
・
分
か
ら
な
い
衡

キ
ノ
コ
は
根
の
つ
い
た
状
態
で
保
健
聡

所
論
瞭
に
な
馨
鑑
別
し
ま
盤

す
ま
た
キ
ノ
コ
講
習
会
な
ど
も
臨

開
彗
紅
を
深
空
ノ
コ
鰯

の
風
昧
を
お
お
い
籔
し
み
ま
し
よ
鰐

う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
和
）

ー
ノ


